
平成™™年˜—月˜™日 火曜日 第œ›˜›号官 報
住
所
奈
良
市
北
永
井
町
3
6
5番
地

ユ
リ
・
ナ
カ
ガ
ワ
昭
和
5
6年
６
月
1
1日
生

住
所
奈
良
県
生
駒
郡
安
堵
町
大
字
西
安
堵
９
番
地
７

カ
リ
ナ
・
ハ
ル
ミ
・
テ
ラ
ダ
・
ウ
カ
ワ
昭
和
5
9年
６

月
１
日
生

住
所
浜
松
市
西
区
雄
踏
２
丁
目
８
番
2
4号

マ
ル
コ
ス
・
コ
ウ
イ
チ
・
ワ
タ
ナ
ベ
昭
和
4
3年
１
月

２
日
生

サ
ン
ド
ラ
・
ミ
ド
リ
・
ワ
タ
ナ
ベ
昭
和
4
5年
５
月
５

日
生

リ
ュ
ウ
ジ
・
ワ
タ
ナ
ベ
平
成
６
年
６
月
５
日
生

ダ
ニ
エ
リ
・
ナ
ツ
ミ
・
ワ
タ
ナ
ベ
平
成
８
年
７
月
2
1

日
生

ア
レ
サ
ン
ド
ラ
・
ユ
イ
カ
・
ワ
タ
ナ
ベ
平
成
1
1年
８

月
1
5日
生

ユ
ウ
タ
・
ワ
タ
ナ
ベ
平
成
1
5年
９
月
1
3日
生

住
所
愛
知
県
春
日
井
市
柏
原
町
５
丁
目
4
2番
地

ã
成
三
昭
和
5
1年
６
月
2
1日
生

住
所
埼
玉
県
熊
谷
市
弥
藤
吾
9
5
9番
地
７

グ
ェ
ン
・
テ
ィ
・
ト
ゥ
イ
・
ジ
ュ
ン
昭
和
6
2年
４
月

2
7日
生

住
所
埼
玉
県
本
庄
市
朝
日
町
３
丁
目
2
0番

1
2号

ハ
ル
ミ
・
エ
ス
ミ
ラ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
・
ペ
レ
ス

平
成
元
年
６
月
６
日
生

住
所
山
口
市
小
郡
上
郷
2
5
6
0番
地
5
7
4

韓
小
軍
昭
和
4
4年
８
月
1
6日
生

住
所
東
京
都
新
宿
区
戸
山
２
丁
目
3
3番

9
1
7号

陶
拯
中
昭
和
2
8年
７
月
2
6日
生

住
所
東
京
都
千
代
田
区
西
神
田
２
丁
目
７
番
５
号

曹
u
弼
昭
和
3
3年
６
月
６
日
生

曹
嫣
庭
平
成
1
0年
８
月
3
1日
生

住
所
東
京
都
江
東
区
豊
洲
４
丁
目
1
1番

2
0
`
1
1
0
3号

夏
榮
昭
和
4
2年

1
1月
５
日
生

曹
婉
庭
平
成
1
6年
３
月
2
6日
生

住
所
東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
３
丁
目
2
2番
８
`
1
0
0
1号

邵
暁
全
昭
和
4
6年
２
月
1
9日
生

住
所
東
京
都
三
鷹
市
上
連
雀
７
丁
目
６
番
1
9号

趙
文
晶
昭
和
6
1年
７
月
1
4日
生

住
所
群
馬
県
伊
勢
崎
市
三
室
町
4
1
2
7番
地
２

ユ
リ
ウ
ス
・
シ
ョ
イ
チ
・
ア
ワ
ガ
ク
ボ
昭
和
5
0年

1
0

月
1
5日
生

住
所
愛
知
県
豊
橋
市
弥
生
町
字
中
原
7
6番
地
７

カ
オ
ロ
・
テ
ル
ヤ
昭
和
3
4年

1
1月

2
7日
生

セ
リ
ア
・
カ
ズ
エ
・
モ
ト
バ
ヤ
シ
・
テ
ル
ヤ
昭
和
3
6

年
1
1月

2
3日
生

デ
ボ
ラ
・
カ
オ
リ
・
テ
ル
ヤ
平
成
６
年
４
月
1
0日
生

グ
レ
ー
ス
・
キ
ヨ
コ
・
テ
ル
ヤ
平
成
７
年
７
月
５
日

生ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ズ
ト
・
テ
ル
ヤ
平
成
９
年
８
月
1
4日

生
住
所
愛
知
県
東
海
市
横
須
賀
町
狐
塚
1
2番
地
１

王
饒
九
昭
和
4
4年
１
月
６
日
生

孫
燕
昭
和
4
4年
５
月
2
6日
生

王
淳
平
成
９
年
３
月
2
4日
生

王
瀧
平
成
1
3年
４
月
3
0日
生

住
所
千
葉
県
八
千
代
市
八
千
代
台
東
３
丁
目
３
番
８
号

ラ
ッ
セ
ル
・
ミ
ー
・
ア
ボ
ア
ボ
・
レ
ポ
ン
テ
平
成
1
5

年
８
月
1
0日
生

住
所
茨
城
県
筑
西
市
松
原
2
7
0
5番
地
２

李
琴
蘭
昭
和
4
7年
４
月
８
日
生

住
所
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
大
字
高
場
1
6
2
1番
地
1
3

ザ
ヒ
ル
ル
・
ベ
パ
リ
昭
和
4
8年
１
月
１
日
生

住
所
山
口
県
山
陽
小
野
田
市
大
字
小
野
田
8
7
3番
地
２

瓜
生
ヒ
ト
ミ
昭
和
2
7年
１
月
3
1日
生

住
所
山
口
県
山
陽
小
野
田
市
大
字
小
野
田
8
7
3番
地
２

金
文
秀
昭
和
5
2年

1
1月
３
日
生

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
五
十
七
号

密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関

す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
百
八
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
東
京
都
市
計
画
防
災
街
区
整
備

事
業
京
島
三
丁
目
地
区
防
災
街
区
整
備
事
業
の
施
行
規
程

及
び
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
百
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
十
二
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

一

防
災
街
区
整
備
事
業
の
名
称

東
京
都
市
計
画
防
災
街
区
整
備
事
業
京
島
三
丁
目
地

区
防
災
街
区
整
備
事
業

二

事
業
施
行
期
間

事
業
計
画
認
可
の
公
告
の
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
度

末
ま
で

三

施
行
地
区

東
京
都
墨
田
区
京
島
三
丁
目
の
一
部

四

施
行
者
の
名
称

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

住
所
静
岡
県
御
殿
場
市
印
野
1
6
7
3番
地
５

ホ
ル
ヘ
・
ル
イ
ス
・
ヒ
ガ
・
ヤ
マ
シ
ロ
昭
和
4
1年
８

月
1
6日
生

セ
ル
マ
・
サ
ダ
エ
・
ヒ
ガ
・
ヤ
マ
シ
ロ
昭
和
3
4年
９

月
2
1日
生

ロ
ベ
ル
ト
・
ヨ
シ
ヒ
コ
・
キ
タ
バ
ヤ
シ
・
ヒ
ガ
・
ヤ
マ

シ
ロ
平
成
９
年
６
月
2
4日
生

住
所
東
京
都
江
戸
川
区
東
葛
西
８
丁
目
3
0番
９
号

リ
カ
ル
ド
・
リ
ョ
ウ
イ
チ
・
キ
タ
バ
ヤ
シ
・
ヒ
ガ
平

成
３
年
1
2月
６
日
生

住
所
長
野
県
木
曽
郡
南
木
曽
町
読
書
2
7
2
5番
地
２

洋
子
昭
和
3
9年

1
2月
２
日
生

住
所
長
野
県
木
曽
郡
南
木
曽
町
読
書
2
7
2
5番
地
２

仁
植
昭
和
3
5年
３
月
3
0日
生

住
所
三
重
県
四
日
市
市
富
田
４
丁
目
５
番
1
9
`
6
0
2号

池
美
玉
昭
和
4
6年

1
2月
２
日
生

住
所
山
形
県
寒
河
江
市
末
広
町
２
番
1
1号

金
京
虎
昭
和
6
1年
５
月
2
9日
生

住
所
愛
知
県
春
日
井
市
下
市
場
町
４
丁
目
1
1番
地
２

王
迎
秋
昭
和
4
6年
８
月
７
日
生

念
平
成
５
年
1
1月

1
1日
生

〇
外
務
省
告
示
第
四
百
三
十
五
号

ウ
ガ
ン
ダ
共
和
国
政
府
は
、
昭
和
二
十
三
年
三
月
六
日

に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
作
成
さ
れ
た
「
国
際
海
事
機
関
条
約
」

の
受
諾
書
を
平
成
二
十
一
年
六
月
三
十
日
に
国
際
連
合
事

務
総
長
に
寄
託
し
た
。
よ
っ
て
、
ウ
ガ
ン
ダ
共
和
国
は
、

同
日
に
同
条
約
の
当
事
国
と
な
り
、
国
際
海
事
機
関
の
加

盟
国
と
な
っ
た
。

（
平
成
二
十
一
年
六
月
三
十
日
付
け
国
際
連
合
事
務
総

長
書
簡
）

平
成
二
十
二
年
十
月
十
二
日外

務
大
臣

前
原

誠
司

〇
外
務
省
告
示
第
四
百
三
十
六
号

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
連
邦
共
和
国
政
府
及
び
社
会
主
義
人
民

リ
ビ
ア
・
ア
ラ
ブ
国
政
府
は
、
昭
和
五
十
年
一
月
十
四
日

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
署
名
の
た
め
に
開
放
さ
れ
た
「
宇
宙

空
間
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
物
体
の
登
録
に
関
す
る
条
約
」

の
加
入
書
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
平
成
二
十
一
年
七
月
六
日
及

び
平
成
二
十
二
年
一
月
八
日
に
国
際
連
合
事
務
総
長
に
寄

託
し
た
。
よ
っ
て
、
同
条
約
は
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
連
邦
共

和
国
及
び
社
会
主
義
人
民
リ
ビ
ア
・
ア
ラ
ブ
国
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
寄
託
の
日
に
効
力
を
生
じ
た
。

（
平
成
二
十
一
年
七
月
六
日
付
け
及
び
平
成
二
十
二
年

一
月
二
十
七
日
付
け
国
際
連
合
事
務
総
長
書
簡
）

平
成
二
十
二
年
十
月
十
二
日外

務
大
臣

前
原

誠
司

〇
外
務
省
告
示
第
四
百
三
十
七
号

ト
ン
ガ
王
国
政
府
は
、
平
成
元
年
三
月
二
十
二
日
に

バ
ー
ゼ
ル
で
作
成
さ
れ
た
「
有
害
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え

る
移
動
及
び
そ
の
処
分
の
規
制
に
関
す
る
バ
ー
ゼ
ル
条

約
」
の
加
入
書
を
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日
に
国
際

連
合
事
務
総
長
に
寄
託
し
た
。
よ
っ
て
、
同
条
約
は
、
平

成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日
に
ト
ン
ガ
王
国
に
つ
い
て
効

力
を
生
じ
た
。

（
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日
付
け
国
際
連
合
事
務

総
長
書
簡
）

平
成
二
十
二
年
十
月
十
二
日外

務
大
臣

前
原

誠
司

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
七
百
七
十
四
号

薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
八

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る

同
法
第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
動
物
用
生

物
学
的
製
剤
基
準
（
平
成
十
四
年
十
月
三
日
農
林
水
産
省

告
示
第
千
五
百
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

し
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
十
二
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

（「
次
の
よ
う
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
農
林

水
産
省
消
費
・
安
全
局
畜
水
産
安
全
管
理
課
及
び
都
道
府

県
庁
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
七
百
七
十
五
号

薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
八

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る

同
法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
三
十

六
年
二
月
一
日
農
林
省
告
示
第
六
十
六
号
（
薬
事
法
第
四

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
林
水
産
大
臣
の
指

定
す
る
医
薬
品
を
定
め
る
等
の
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
十
二
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

た
だ
し
書
中
Ķ
を
@C
と
し
、
c
か
ら
J̧
ま
で
を
二
ず
つ

繰
り
下
げ
、
b
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

c

豚
オ
ー
エ
ス
キ
ー
病
（
ｇ
Ò
－
、
ｔ
ｋ
＋
）
生
ワ

ク
チ
ン
（
シ
ー
ド
）

d

豚
オ
ー
エ
ス
キ
ー
病
（
ｇ
Ò
－
、
ｔ
ｋ
＋
）
生
ワ

ク
チ
ン
（
ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
加
溶
解
用
液
）（
シ
ー
ド
）
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